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 服部　裕幸 　名誉教授　略歴・業績 
 略　　歴 
 1949年 1月 25日 東京都に生まれる 
 1971年 3月 慶應義塾大学経済学部経済学科卒業 
 1973年 3月 慶應義塾大学大学院文学研究科哲学専攻修士課程修了 
 1976年 9月 慶應義塾大学大学院文学研究科哲学専攻博士課程中途退学 
 1976年10月 愛知教育大学教育学部助手（1980年 3月まで） 
 1978年 9月 ヘルシンキ大学（フィンランド）留学（1979年 6月まで） 
 1980年 4月 愛知教育大学教育学部助教授（1990年 3月まで） 
 1990年 4月 南山大学文学部哲学科助教授（1993年 3月まで） 
 1993年 4月 南山大学文学部哲学科教授（2000年 3月まで） 
 1993年10月 南山大学文学部哲学科長（1996年 8月まで） 
 1994年 5月 南山大学教務委員会委員長（1996年 4月まで） 
 1997年10月 南山大学文学部哲学科長（2001年 3月まで） 
 2000年 4月 南山大学人文学部人類文化学科教授（改組による学部所属変更）
 （2017年 3月まで） 
 2000年 4月 南山大学共通教育主任（2002年 3月まで） 
 2005年 4月 南山大学人文学部人類文化学科長（2009年 3月まで） 
 2005年 4月 南山大学文学部哲学科長（2006年 3月まで） 
 2012年 4月 南山大学人文学部長（2014年 3月まで） 
 2017年 3月 南山大学退職 





 日本科学哲学会理事（1994～ 1997.10） 
 科学基礎論学会監事（1993～ 1996.3） 
 科学基礎論学会監事（1999～ 2005.3） 
 日本科学哲学会理事（2000～ 2015.10） 
 日本哲学会委員（2003～ 2011.5） 
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